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している｡ 〟 ｡-〟 ｡ なる量子関係の仮定 (./)は,いわば本多の苦心の発見であった｡201)
1928年に発行された英文 『物質の磁性』 202) 67節(244-249頁)で,本多はジャイロ磁気
効果について次のように論じている｡磁気モーメントが周回電子によるものであれば p/0-
27n/e であるはずだし,本多の核内電子磁性起源説によればp/0-0になるはずだ｡とこ





実はこれが英文 『物質と磁性』の結びの言葉でもある｡ )この本の発行は1928年 4月であり,
序文は3月にかかれているから,この時期には本多はこのように考えていた｡203) ぉそらく,
核内電子起源説をたずさえてアメリカを旅行 している間に前述の "量子関係〝を思いつき,棉
国後ただちに論文にしあげて Z.Phys. に送ったのであろう｡因子 1/2を出すためには,〟 ｡
































































化過程にっいての本多 ･大久保理論,本多のWeis批判,本多の弟子たち (特に茅,広根 )に




146)この一文は 『物性研究』 31No.1(1978年 10月 )所載の第 I部,31No.5(1979年 2
月 )所載の第 Ⅱ部,33No.1(1979年 10月 )所哉の第 Ⅲ 部のつづきである｡147)
147)第 Ⅲ 部で書いたことのうち,Weberの強磁性理論に関連 して書いたこと-の補足148)
および 0｡sterhuisの理論に関連 して書いたこと-の補足150)を註 148-165でおこない
たい｡
148)weber理論に関連 して私は ｢磁極の初めの方向を磁化容易方向, kを異方性磁場,分子
磁石を磁化 した微結晶と読めば｣weberの ｢議論は今でもそのまま成立っと思ってよい




した微結晶と読めば---｣と訂正 し,後者を ｢Weberの 『分子磁場』は分子磁石を磁化
した微結晶とみなすとき微結晶ごとの異方性磁場に相当するものであった｣ と訂正 して











149)本多の著書 『磁気と物質』114)における記述にもとづく｡第 Ⅲ 部p.39参照｡ なお矢
島祐利によるWeber理論の記述 (『電磁気学史』 (岩波全書,1950)pp･149-151)
も,当然のことながら,本多のそれと本質的に同じである｡
150)第 Ⅲ 部註137でOosterhuisが x(T+A)-const.の関係を零点エネルギーの存在-の
実験的証拠とみなそうとしたことに言及したとき,私は実は内心ちょっと得意だった｡












た点だけを評価 している｡ Oosterhuisの原論文にあたって 151)かれの主張の力点が零点
運動の存在にあることを知った私は,原論文にあたって調べたからこういう事が分った
のだと,内心ちょっと得意だったのである｡ところが,水野敏之丞の 『原子論』 (丸善
初版 1914年 4月,再版 1920年 2月 )を開いてみておどろいた｡152) そこには第 16

















年ノ中村清二 1892,本多光郎1897),のち京都帝大教授｡ 『長岡半太郎伝』 (板倉
･木村 ･八木著,朝日新聞社, 1973)に拠って水野の履歴を書いてみると, 水野は































Weissは Curie定数の値からβ鉄, γ鉄の分子は2原子から成 り,∂鉄のそれは3原子
から成ると推論しているが,その推論に脚註をつけて ｢ここでの用語では,分子とは自
由度 2に対応する回転の運動エネルギーをもっ物質の量を意味することを想起しよう｣















Ⅰ,Z･plyS･471-32(1928) [1927年 12月17日受理]; ⅠⅠ,ibid43-60(1928)
[1927年 12月31日受理] ; 発刊はいずれも1928年 2月7日.なお,Sommerfeld
はこの論文より前に HzurElektronentheoriederMetaleHという予備賀告をNaturwiss.
15825-832(1927)によせている｡この予備報告の実物を私は見ておらず,これの表頓
は友近晋の綜合報告 (『日本数学物理学会誌』 1 m).2 183-204(1tb∠7年2月),


















の対応原理的な対応関係の指摘は第 Ⅲ 部註 139にあげた Einsteinと stern の論文










(物理学古典論文叢書 10『原子構造論』 (東海大学出版会, 1969)所収, PP.145
-159)｡零点エネルギーについては訳本 156頁 (原論文 653頁 )を見よ｡







163) Einstein とSternの論文 (文献139)の末尾に ｢校正中の註釈｣として, ｢Weissが
われわれに,気体酸素の常磁性についての Curieの測定は酸素の回転エネルギーが高温
で古典論から要求される値 (kTlを零点エネルギーを仮定しないとき期待されるよう
な hy/2だけ小さな値 (丘T写 )ではなしに, も-ことを示しているということを
注意した｣もし高温での回転エネルギーが零点運動なしのkT一等 であ-たとすれば
｢curieの測定の精確さからして, Curie則からのはずれが現われているはずだ｣とい





































































169) ｢物性研究史聞書きノー ト｣勝木-Ⅱ,(1976年 10月5日,広根徳太郎 )6頁,発言
28-31.170)
170)この ｢ノー ト｣は,今のところ私的な研究ノー トとしての性格をもつものであるが,自
分の心覚えのために,頁と整理番号をっけておいた｡しかるべき資料センターのような
所ができて,公開 ･利用できるようになることが望ましいと思 う｡






























註 124で書いたように ｢両者は同じ内容のものである｣が,Z.phys.に発表された ドイ
ツ語のもの(a)(1928年1月31日受理 )には,その第 1頁に脚註があって, ｢この論
文の短かい抜粋が1927年11月5日に東京で開かれた12の工学関係の協会の共催 した
学会178)に提出された｣と述べられてお り, ｢東北帝大理科報告｣にのった英文のもの
(b)には,その脚註はなくて代 りにやはり第 1頁に ｢この論文はすでに ドイツ語でZ･
phys.47(1928)691に発表されている｣との脚註がついている｡
178)会の名称など詳細はつまびらかでない｡











































ただし,私はこの論文を見ていない｡ 『日本数学物理学会誌』 9No.9(1935年12月 )
438頁にのった紹介 (紹介 :村川契)による｡
185)本多光太郎 『磁性体に関する学説』 (岩波講座 『物理学及び化学』中の1冊,1931),
28頁｡
186)伴野雄三,柳瀬睦男,安河内昂 ｢茅誠司先生を囲んで｣ 『日本物理学会誌』 32No.10
(1977年 10月)814-8250 819頁左段 2-5行｡ (なお,本多の論文の掲載誌は註
177を見よ｡Ann.derPhys.ではない｡)


















189)石川悌次郎 『本多光太郎伝』 (日刊工業新聞社, 1964)巻末の年表によれば,本多は
夫人加商子同伴で, 1923年 12月 31日に出発 してアメリカを訪問し,1929年4月 12




(発信 1929.4.22,仙台,金研 ;受理 1929.5.15;発行 1929.8.16.)の860頁 (28

































































205)文献 182｡ 2年前に発表した理論 (文献177および文献202)-の小さな手直しをほ
どーこすものとのことわりがきをつけているこの論文の synopsisには ｢強磁場中の原子線
のふれの現象についての量子論による通常の説明は,電子の動力学的理論と両立しない｣








208)1870(明治 3)年 2月23日(新暦になおせば3月か4月 )の生まれである本多は,
1930年が60才である｡ この自己の理論の整合性-の批判力の欠如は,年のせいか?




209)茅がスエーデン人 "Benedek 〝 またはBoreliusの言葉として記憶 している ｢最も優れ











るが, Niには1/2という値が与えられている｡212) そして, Niが2つのふれたビー
ムと1つのふれないビームを示すが,それは ｢あるNi原子は Bohr磁子をもたず,他
の原子は2磁子をもつ｣ことを示している｡と説明している｡これは Gerlachの説明213)
の一部をそのまま踏襲 したものとみられるが, Gerlachが,原子線が3つに分裂 したこ
とをふまえて ｢Niは原子線研究によって "多重項〝 が直接立証された最初の例である｣
と述べている,その多重項ということを本多がどれだけ理解 したかは疑わしい｡これに
対応する文章は 『磁性体に関する学説』では, Niの ｢或る原子はボア-の磁子を一つ
も有せず或る原子は1筒の磁子を有することになる.｣となっているoすなわち, 2/上B
でなく, 1pBになっている.他方,原子の Bohr磁子数の表では,Niに 2pBがわ
りあてられている｡










Phys.76163-197(1925)(発信 1924年 9月,Frankfurta.M･,受理 1924年 10月7日),
196頁｡
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